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１．試験のねらい

これまで、官能評価に頼るしかなかった炊飯米

の外観特性を、客観的かつ簡易に評価できる自動

測定機器を開発し、生産、流通、消費の各場面で

活用することにより、北海道米の一層の品質向上

に寄与しようとするものである。

２. 試験の方法

１）自動測定システムの開発と改良

、 、それぞれの目標スペックを定め 少量炊飯装置

測定シャーレ、自動画像取り込み装置、専用画像

解析ソフトウエアの開発と改良を行った。

２）測定プロトコール設定のための基礎検討

測定精度、測定値に影響を与える要因の検討を

行い、標準的測定プロトコールを設定した。

３）測定結果の利用法と適用性検討

北海道米品種、窒素施肥量、玄米品質が炊飯

米外観に与える影響解析、全国レベルでの食

味評価への応用、無洗米加工、ブレンド評価

への応用を検討した。

３. 試験の結果

１）画像解析により炊飯米のつやを数値化する

原理（図1）を応用し、炊飯米の外観を自動

的に測定するシステムの開発と改良を行い、

目標スペックを達成できるハード・ソフトウ

エアを開発した。

２）本測定機で測定されるデータの精度と基本

的な測定プロトコールを作成するために、炊

飯にかかわる基本的な事項である加水量、浸

漬、洗米の有無、炊飯後放置時間および絞り

・照度条件が画像解析値に与える影響につい

て検討を行い、標準的な測定プロトコールを

設定した。本プロトコールに従えば、1点15g

の白米を用いて1日100点程度の自動測定が可

能である。

３）本測定機器の利用場面と適用性の検討

(1) 平均輝度値 炊飯米白さ つや面積値 つ（ ）、 （

やの量）およびつや強度値（つやの強さ）を

組み合わせて、炊飯米外観の良否および質の

違いを平面上にプロットし評価できる表現手

法を考案した（図2 。）

(2) 北海道米の炊飯米外観測定を試みたとこ

、 、ろ 品種の食味ランクとほぼ対応すると共に

品種毎の外観的特徴がよく表現できることが

明らかとなった（図3 。）

(3) 窒素施肥が過剰になると炊飯米の外観は

劣る事が数値的に確認された。また、玄米品

質との関係では、整粒に比較して未熟粒の炊

飯米外観は明らかに劣ることが示され、玄米

品質の向上が炊飯米外観面からも重要である

ことが示された（図4 。）

(4) 北海道米と府県品種の炊飯米外観の比較

を行ったところ、北海道米は白さの点では府

県品種に優るが、つやに関する測定値は低い

傾向があり、それが官能評価で劣る要因とな

っていることが明らかとなった（図5 。）

(5) 本測定により無洗米の外観評価を実施し

たところ、普通精米に比較して外観が明らか

に向上することが示され、これら精米処理の

違いによる炊飯米外観の変化の解析にも利用

可能であった。

(6) 本測定値は、ブレンド比率による炊飯

米外観の変化を精度高く反映することか

ら、ブレンドによる品質管理のための評

価指標として利用できる可能性が示され

た。




